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Aの価値判断基準を含む発言がなされる。(2) において Dが Aのことばをうけて即座
に助け船を出している発言や (4) の発言からも，Dが Aのことばを受け止め，自分の
中で Aのことばを解釈しようとしていることが伺える。
























































＜ 7月 6日授業記録 (4) ＞
N：じゃあ，世界旅行は，Aさんにとってアドバイスをするために必要なこと？
A：(1) いえいえ，一番は自分のため，自分の自信をひらきたい，いつもはずかし
いはずかしい，きくとか恥ずかしいとか，人と話し，はずかしい。
D：それは，日本語だからとか，関係ないんですよね
A：はい学校で学んだとき，レポートだったら私の順番なら私学校いかない。(2)
私人のまえしゃべるとき自信ないです。それでいろいろ勉強したい。わたし弱い
です
D：自信がないから勉強して／／
A：　　　　　　　　　　／／たぶんDさんとはなして，いろいろの人と話すとき，
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いろいろのアイデアきいて
D：ああ，そうか
A：だんだん自分のアイデアもきいて，あとガレージ・・・日本語わかりますか
D：College，勇気
N：ああ勇気，自信
A：(3) たぶんどんどん強くなると思います。
D：話す，いろいろなことは話すと？
A：(4) 旅行にいっていろいろ話すと自信つく。
D：(5) 私も旅行好き。でもAさんとちょっと理由違うね。Aさんのことよくわかる。
　Aにとって一番今自分にとって大切だと思っていることが述べられる（(1)(2)(3)）。
なぜ旅行をしたいか，という話からだんだんと Aにとって大切なものテーマが絞ら
れてくる（(4)）。
　さらに同じ旅行をテーマに作文を書いたDから，同じテーマでも異なる理由を知
ることで，「Aのことがよくわかる」という発言がなされる（(5)）この発言は，「旅行」
というテーマの捉え方の違いから，DがAの考え方を知り，その思想にふれたことで「A
自身」のことを，より深くD自身が認識したものであると考えられる。
＜ 7月 12日授業記録＞
　Aは先週テーマになっていた自信について，「私の弱いところ」というテーマにか
え作文を書き直してくる。
N：どうしてこのテーマになりましたか？
A：(1) これが自分の一番問題と思ったから。多分これ最初からなおしたら，自信
をつけたら，他のこと少しずつします。
D：いろんな経験をすれば
A：もし弱いだったら，失敗したら，なんか，心痛くなる。
N：心痛くなる。
A：あのいつも心配心配。いつもこわい。いつも怖いと思って。
もし，(2) 自分が弱いだったら何もできないと思う。
N：弱いっていうのは何が弱いこと？
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A：気持ち，するのしたいこと，心とか弱いだったら，試み？ Try ？できない。
D：Try ？
A：トライする。自分で失敗してもそれが勉強になる。私の中は弱いからするのは
できない，あの，考え，苦手 Thinking って
D：Negative	Thinking
A：たぶんそれ
　(1)(2) において，Aの中で一番問題だと思っていることが「自分が弱いこと」とい
うことが書き表されてくる。今までのさまざまなやりとりを経て，A自身が，自分の
中での問題が明らかになったといえる。
2.2.　結論
　4回分の記録の一部を観察し，たった 4回ではあるが，ひとつのテーマから Aが
大切にしたいこと，興味関心があるものが少しずつ明らかになってくる過程が観察さ
れた。
　本データから観察されたことは，Aが興味をもつ旅行について，なぜ旅行をしたい
のかということを自分自身で探っていく段階で，今まで考えたことのない領域にぶつ
かり，考える過程を経て，自分にとって旅行とは「自信」をつけるために必要である
という考えを導きだしたことである。またこの結果は，同じ旅行をテーマにしていた
Dが，自分とは違う理由で旅行をしたい，ということが明らかになり，「Aのことが
よくわかるね」という発言がなされていたことからも，同じ「旅行が好き」という理
由でもひとりひとり違うのだ，ということがDにも認識され，Dが Aの考えや思想
を推し量ることができたと考えられる。
　前章において，自己と他者を取り結ぶことばとは，「自己の考えていることが外言
化されたものであり，その外言化されたことばが他者に伝わることで，そのことばの
主体の考え，思想をことばの受け手が推し量ることができるものである」としたが，
この点についてはデータから検証できたと考える。
　しかしこの「自己と他者を取り結ぶことば」とは，たった一回の発言から成せるも
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のではないことがデータからも読み取れる。本データで現れた Aの考えが外言化さ
れたことばも，A自身が Dや筆者からの働きかけを受け，それを懸命に自分自身に
問い返し，考え続けることではじめて見出されたものである。この自己，他者との間
の問い返しを繰り返し行い，そこから生み出されたことばが，やりとりを交わす以前
よりお互いの思想，考えにふれ，働きかけあうことを促し，そこのコミュニティに参
加するお互いを「取り結んだ」といえるのではなかろうか。
　今後は，本実践データにみられた「私の夢」「旅行」「私の弱いところ」というテー
マの変遷や，今たどりついた「自信」は Aにとってどのような意味をもつのか，考
えていきたい。
　そして，それぞれがこの「自分の考えていることを表現する」活動がどのような意
味をもったのか振り返りを行い，活動の集約を行いたいと考えている。
■ 3.　終わりに
　筆者は「多文化共生社会」を実現するには，日本語教育の立場からどのような働き
かけができるのか，ということを考えたくて大学院に学びの場を得た。その考えのも
とになっているのは，筆者が地域の日本語教室での，同じ地域に暮らすもの同士とし
ての学びの場であるはずが，対等な学びの場になっていないことに違和感をもちえた
ことに端を発する。ひとりひとりが異なるもの同士が共生する社会とはなにかを考え
ていったとき，対等や共生とは，「ある状態」をさすものではなく，あくまでひとり
ひとりの「意識」の中でしか存在しえないのではないかと考えるようになった。
　いまの段階で筆者が考えていることは，互いの考え，大切にしたいものが表され，
それに触れることが「かけがえのない個人」としてひとりひとりの意識のなかでお互
いが意識され，自分と他者とのかかわりを大切にしていくことにつながるのではない
かということである。つまりこの他者をかけがえのない個人として認識する積み重ね
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でしか，もし実現するのであるならば，ひとりひとり異なる人が集まる「多文化共生
社会」は成り立たないのではないかと考えるのである。
　現段階ではまだまだ漠然とした考えしか持ちえていないが，今後も「自己と他者を
とりむすぶ」ことばについて，更に考えていきたい。
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